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テキスト 無藤隆・藤崎眞知代（編著）「発達心理学」北大路書房（2009）

参考書 必要に応じて、授業の中で紹介する。

目的と概要
乳幼児の保育や幼児教育を行なっていくうえで、乳幼児期を一生のなかに位置づけ、受胎から死にいたる人
の生涯にわたる発達を見通すことができるように発達心理学に関する知見を講義する。

成績評価法 出席状況、必要に応じて出す課題への取組み状況、および試験によって総合的に評価する。

開期 通年 金曜日3限

授業テーマ 生涯にわたる発達を理解する。

科目名 発達心理学

担当教員 熊野　道子

配当 教福2･人社2
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